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　私たちの地域を 「みんなが安心して楽しく暮らすまち」 にするため､自分たちで取り組んでいき

たいことをまとめました。地域の将来ビジョンを実現するためには､１人でも多くの地域に関わる

皆さんの参加が必要です。ぜひ､今後の地域づくりに御協力をお願いします。

　私たちは、令和３年 （２０２１年） ６月に地域づくり推進会議 （以下 「推進会議」 という。） を立

ち上げました｡推進会議では、まず長期的な視点をもって地域のありたい姿として将来ビジョンを

決定し、地域における様々な現状や課題を整理しました｡その後、地域の将来ビジョンの実現に向

けて検討を重ね、具体的な行動計画となる 「長房中学校区地域づくり推進計画 （以下 「推進計画」

という。）」 を策定しました。

　推進計画の策定にあたっては、推進会議での議論を中心とし、そのほかにも地域の活動団体や住

民の皆さんなどに参加いただいた 「地域づくりワークショップ」 や 「地域フォーラム」 での意見交

換などを交えながら検討を進めてきました。

地域づくり推進計画の策定過程

　地域づくりを進めていくうえで重要な役割を担う推進会議は、多世代 ・ 多分野にわたる地域の活

動団体や住民が参画し、自分たちでやりたいことを実現していく 『地域のプラットフォーム』 とな

ることを目指していきます。地域の活動団体や住民がつながりを持ち、協力し合いながら地域づく

りに取り組んでいけるよう進めていきます。

　地域の将来ビジョンの実現に向けて、地域が主体的に、また地域と行政が協働しながら課題解決

に取り組んでいくためのアクションプランを定めました｡アクションプランは､令和４年度 （２０２２年

度） から､地域主体で取り組んでいくものを優先的アクションプランとして取組概要などを決定し

ています｡そのほかのアクションプランについては､今後取り組んでいく候補として､令和４年度

（２０２２年度） に具体的な検討を進めていきます。

推進体制 ・ 計画の進め方

地域づくりへの御協力をお願いします

多文化 ・ 多世代がつながり 

みんなが安心して楽しく暮らすまち  長房

〜みんなで描く幸福度の高いまちづくり〜

地域の将来ビジョン

地域づくりとは？

「幅広い世代が交流できるようになると

いいな」 「身近に集まれる地域の居場所

がほしいね」 「まちの行事や取組を共有

したい」 「豊かな自然を守っていくため

に何ができるだろう？」

まちの皆さんが地域の魅力や課題につ

いて話し合い、 こうありたいと思う未来

に向けて主体的に取り組んでいく 「地

域づくり」 を進めていきます。

長房中学校区 の

地域づくり
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長房中学校区地域づくり推

進会議などでありたい姿に

ついて検討を行い､地域の

将来ビジョン（目標）を掲げ

ました。

※２〜５のアクションプランについては、 令和４年度 （２０２２年度） に検討していきます。※魅力と課題は、 長房中学校区 （長房町 ・ 城山手） 住民アンケートの結果や推進会議での主な検討内容をジャンルごとに整理したものです。

地域情報のマップやチラシをイ

ベントや行事で配布する。

若者視点で既存イベントや

行事をアップデートする。

イベントや行事の運営の知恵 ・

経験を次世代につなぐ。

地域内の様々な取組を定期的

に発信する。

多くの人が集まるコピオ長房と

連携して情報発信する。

地域のカラーを決めて､目につ

くデザインで発信する。

地域でSNSを運用して情報の

収集 ・ 発信をする。

これまで情報の届いていなかっ

た人にアプローチする。

地 域 の 若 者 が 講 師 に な っ て

SNSの使い方教室を行う。

地域に関わるあらゆる人たちが､安心して楽しく暮らす

ことのできる地域を皆でつくっていきたいという思い

から将来ビジョンを決定しました。

将来ビジョン

に込めた思い

３ ５

４

優先的に取り組む

アクションプラン 地域情報の発信力の強化

地域イベント・行事

で長房の地域情報を発信する

２

長房中学校区の

将来ビジョン

地域施設を活用して

長房の地域情報を発信する

SNS※を活用して

長房の地域情報を発信する

※ソーシャル ・ ネットワーキング ・ サービス

多文化 ・ 多世代がつながり 

みんなが安心して楽しく暮らすまち  長房

〜みんなで描く幸福度の高いまちづくり〜

　　地域コミュニティの活性化

　　地域の担い手の育成

　　地域の防災力の向上

　　地域ニーズに応じた施設整備

　 長房中学校区は､長房町と城山手の全域から構成され､八王子市西南部に位置しています｡南浅川の北側に

広がる丘陵地帯です。

　 住民主体のお祭りも盛んで､長房ふれあい端午まつりなど地域の特色あるお祭りが行われているほか、

地域の活動団体が八王子いちょう祭りにも参加しています。

城山手一丁目全域、 城山手二丁目全域

長房町 59 ～ 77、 87、 89 ～ 372、 376 ～ 405、 557、 567、 573、 581、 588、

633 ～ 649、 687、 691 ～ 1480、 1583 ～ 1590、 1603 ～ 1619、 1621 ～ 1832

コミュニティの希薄化

新しい住民との関わりが少ない

高齢者の孤立化が進行している

マンパワーや活動の担い手の不足

地域活動への参加方法が分からない

60 代が地域活動にうまく参加できていない傾向にある

次世代の地域活動を担う人材が不足している

小 ・ 中学校において地域の歴史などを教える人材が不足している

施設整備の不足

身近に安全 ・ 安心に避難できる場所が少ない （学校など）

街路灯や公園のトイレが少ない

情報発信 ・ 共有の不足

地域情報の発信をしているものの地域住民に伝わっていない

世代によって情報収集の媒体が異なるため､情報発信の工夫が必要

若い世代は広報や回覧板を見ないため､地域情報を入手しにくい

個々の地域情報の発信には限界があり､連携して行う必要がある

災害時の対応

身近な避難場所が少ない　

都営団地では高齢化もあり､在宅避難者が多いことが想定される

交流機会 ・ 居場所の不足

多世代交流の機会や居場所が少ない

町会 ・ 自治会に加入している人しか参加

　　できないイベントがある

長房中学校区 の地域づくり

既存コミュニティに関すること

◯ 季節のイベントやお祭りが多い

◯ 各団地の号棟ごとに自治会長がおり､町会 ・ 自治会

　　活動が盛んである

暮らしに関すること

◯ 自然と便利さ（買い物 ・ 病院等）が両立している

◯ 駅までのアクセスが良い

◯ のどかで住みやすい

地域施設に関すること

◯ コピオ長房の誕生により､住民が集う場所ができた

◯ 古くからの商店街がある

歴史 ・ 文化に関すること

◯ 国史跡船田石器時代遺跡や南浅川橋など古くからの

　　歴史がある

自然 ・ 四季に関すること

◯ 山､川､桜並木などがあり自然豊かである

◯ 公園が多く､緑が多い

課題魅力

該当住所

八王子市 長房中学校区

　 世代によって情報の取得手段が異なるため､得られる情報量に差が生まれ､届けたい対象の方に地

域情報が届いていません｡そこで､より多くの方に地域情報を伝えられるよう､これまでとは違う方法で

の情報発信を行っていきます。

ア
クションプラン

ア
クションプラン

ア
クションプラン

ア
クションプラン

１
ア
クションプラン
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